
 
超
⾼齢化社
会に求め

られ
るのは﹁
安い医療

と介
護﹂その
ため﹁
健

康維
持である
⾝体␔

 
阿
部治夫さ
んの﹁
⽼

いを
愉しむ﹂ための﹁
現

在
時
バ
ラ
ン
ス
シ
␗
ト

︵苦
楽対照表
︶﹂は⼼

⾝の
健康をい
かに維持

する
かの実践
例で␓時

代の
要請に応
えるもの

であ
る␔

 
⽇
常⽣活や
余暇␓出

会い
を愉しむ
ための活

動を
﹁
資産﹂
として計

上␓
闘病や体
の障害に

伴う
⽣活制限
を﹁
負債
﹂

とし
て␓苦楽
対照表の

資産
␓つまり﹁
愉しみ﹂

をい
かに増や
していく

かと
いうこと
のひとつ

の試
み␓万⼈
の願望と

も
重
な
る
こ
と
だ
と
思

う␔
あなたも
⾃分の苦

と楽
を当ては
めてバラ

ンス
シ␗ト作
りはいか

がで
すか␔

  
   
︵
⾕川記︶

 
毎
⽇の治療
で良くな

るこ
とを願
て␓主⼈

の顔
を⾒に病
院に⾜を

運び
ましたが
␓⾏く度

に弱
⾳を吐く
ことが多

くな
りました
␔そんな

時で
も私を気
遣い␓ 

﹁
寒
いから⽯
油を⼊れ

てお
けよ␓お
⾦は⼤丈

夫か
␓⼾締り
をちん

とし
てでかけ
ろよ﹂な

どと
␓いろい
ろ⼼配し

て語
り合う中
で﹁
俺が

いな
くなた
らお前は

困る
な﹂﹁
⼤丈夫␓

良
く
な

て
帰
れ
る
か

ら﹂
と⾔うと
␓﹁
何と

もは
かばかし
くないな

﹂
と⾔うの
です␔ 

 
⼊
院
⼀⑇⽉
も過ぎた

ころ
から容態
に変化␓

息⼦
が呼ばれ
␓共に病

状
の
説
明
を
受
け
ま
し

た␔
 
⼗
⼀⽉三⽇
␓主⼈の

⼤好
きな⽣寿
司を昼⾷

にと
持て⾏
くと␓喜

んで
美味しそ
うに⾷べ

てく
れたのが
元気で笑

顔を
⾒ること
が出来た

最後
でした␔    

 
そ
の三⽇後
␓朝から

容態
が急に悪
化␓この

⽇は
どし降
りの⾬で

した
␔思いも
よらぬ別

れに
動転した
事を昨⽇

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す␔
北⾒⾚⼗
字病院の

お医
者さん␓
看護師さ

ん␓
いろいろ
な⽅々
に

本当
にお世話
になりま

した
␔感謝で
いぱい

です
␔

 
主
⼈は⼤勢
の⽅々
に

別れ
と⾒送り
をして頂

き␓
感謝の気
持ちで天

国に
旅⽴た
と思いま

す␔
 
主
⼈を⾒送
た後␓

周り
の⽅々
や
⼦
どもた

ちに
励ましを
受け␓五

⼗⽇
祭を済ま
せ␓正⽉

を迎
えました
␔そして

孫や
⼦どもた
ちが帰

た後
これから
⼀⼈だと

思う
と悲しく
て涙が⽌

まり
ません␔
伴侶を亡

くし
た悲しさ
と␓︽あ

の時
先⽣に強
くお願い

すれ
ばよか
た︾とか

︽も
と別の
⽅法をと

て
いれば︾
など後悔

は次
つぎと尽
きること

なく
␓寝付け
ないので

す␔
掛かり付
けの先⽣

に話
すと﹁
今
度は⾃分

の体
を⼤切に
して﹂と

睡眠
剤を出し
て頂きま

した
␔⼈は⽣
まれると

きも
死ぬ時も
⼀⼈␓⼆

⼈
⼀緒には最
期を迎え

るこ
とは出来
ないので

す␔    
   

 
今
␓こうし
て当時の

事を
振り返
てみます

と␓
何度も⼊
退院を繰

り返
し␓⽇⾚
病院の諸

先⽣
や看護師
の⽅々
の

⼿厚
い看護を
受け最後

まで
お世話に
なりまし

た␔
 
私
も周囲の
⽅々
もこ

れか
らますま
す歳を重

ねて
いきます
␔
地域に

信頼
できるよ
り良い病

院␓
良い医師
をと願

てい
ます␔

 
感
謝と共に
よろしく

お願
い致しま
す␔

 
▼
向う三軒
両隣とお

裾分
けの善隣
関係␔

 
▼
⺟と⼦の
⼀瞬のド

ラマ
に感動を
もらう␔

 
▼
⾏き交う
⽅々
との

束の
間の交遊
␔

 
▼
遠⽅の旧
友と今ひ

とた
びの交流
␔

 
私
たちの住
む北⾒市

でも
␓全国的
な傾向と

同じ
く⼈⼝に
占める⾼

齢化
率は年々
⾼くな

てい
る␔平成
１８年度

は２
１・８％
だたが

２２
年度は２
５％に上

昇し
た␔  
    

 
こ
の
よ
う
な
時
代
に

は␓
たとえ持
病といわ

れる
病気を抱
えている

者で
も␓介護
される⽇

が
⼀⽇でも遅
くなるよ

うに
⾃分⾃⾝
で⽇々
の

健康
状態や⽇
常⽣活の

動作
などを考
えて␓
⽣

活す
ることが
望ましい

と思
います␔

 
私
の実践⽅
法を紹介

しま
す␔  
    

 
▼
⼈⽣はプ
ラス思考

︵感
動・希望・
⼯
夫︶␔

 
▼
ラ
ス
ト
ス
テ
␗
ジ

は␓
出会いを
愉しむ␔

 
▼
⼈⽣はＰ
Ｌ︵損益

計算
書︶思考
よりＢＳ

︵
貸
借対照表
︶思考␔
 
▼
過去に何
があた

かよ
り␓今␓
何を感じ

てい
るかが重
要␔

 
▼
無形資産
は␓どん

どん
増やせる
␔

 
▼
有形資産
︵
物質︶

より
無形資産
︵
感情︶

が⽼
いを愉し
くする␔

 
▼
⼈との出
会いが␓

⼈⽣
を豊穣に
する␔
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別
れ
そ
し
て
感
謝
（
下
）

会
員　

中
田
ふ
み
子

Ⅰ
・
愉
し
む
ポ
イ
ン
ト

Ⅱ
・
出
会
い
を
愉
し
む

Ⅲ
・
現
在
時
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
（
苦
楽
対
照
表
）

老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ老いを愉しむ

会員　阿 部 治 夫
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